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バランスかなかちか…・・
　7月16日、鶴野内の河原でカヌーの試乗会が行われました。

　これは、カヌーを一般・青年に体験させ、将来、自然を利用し
た観光面に役立てることを目的として町が実施したものです。

　当日は、宮崎県カヌー協会の会員7名を講師に招き、青年らが
試乗を行いましたが．なれない舵さばきに悪戦苦闘していました。
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平成元年8月号〔2）
・
つご、

つ
と

町報

随
帳
冒
蒸
熱
電
離
摩

　
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

の
願
い
を
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
反
映

さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を

よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
”
意
思
表

示
”
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
任
せ
る
人
を

選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は

よ
く
考
え
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投

じ
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
の
一
票
が
正
し
く
町
政
に
生
か
さ

れ
る
た
め
に
は
、
選
挙
が
明
る
く
公

正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
投
票
の
順
序

　
町
長
選
挙
の
投
票
を
先
に
行
い
、

次
に
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
投
票
用
紙
の
色

　
町
長
選
挙
1
1
青
色

　
町
議
会
議
員
選
挙
1
1
赤
色

不
在
者
投
票
を

　
ご
存
じ
で
す
か

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投

票
所
に
行
っ
て
自
分
が
支
持
す
る
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
行
う
の
が
原

則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い

特
別
の
事
情
、
例
え
ば
、
出
張
、
旅

行
や
入
院
、
出
産
な
ど
で
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
告
示

の
日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
不
在
者
投
票
制
度
と
い
い

ま
す
。

O
不
在
者
投
票
の
で
き
る

　
　
期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
5
日

　
　
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

　
　
場
所
　
東
郷
町
役
場
選
挙
管
理

　
　
　
　
委
口
貝
ム
耳
事
務
｛
至

　
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
施
設
等
に
入
院
、
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施
設

等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
（
電
話
6
9
－
2
1
1
1
）
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
な
く
し
た
ら

　
投
票
日
を
前
に
、
う
っ
か
り
し
て

入
場
券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
入
場

券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も

投
票
は
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
受
付

け
で
そ
の
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
学
生
等
の
住
所
と
投
票

　
就
学
の
た
め
寮
、
下
宿
等
に
居
住

す
る
学
生
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
特

段
の
事
情
の
な
い
限
り
そ
の
寮
、
下

宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
投
票
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

　
た
だ
し
、
第
二
（
寺
迫
）
、
第
十
（
越

表
）
、
第
十
＝
下
渡
川
）
、
第
十
三
（
長

崎
・
鵜
踏
木
）
投
票
所
は
午
前
七
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

こ
二
「
）鰯

【螺

L
層
　
」

投
票
所
（
次
の
＋
三
ケ
所
に
投
票
所
を
設
け
ま
す
）

投
票
区

区
名
徳

章
1
投
票
区

小
野
田
　
1
　
．
　
ト
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　

2

寺
　
　
迫

寺
迫
地
区
町
民
体
育
館

34

鶴
野
内

　
　
　
　
民
ー
ト
r
1
　
1
1
1
1
．
．
1
．
I
I
　
　
　
I
I
I
I
I
．
　
　
I
I
I
．
1
　
　
　
　
民
ー
ト
　
．
レ
　
　
　
　
一
　
　
　
I
　
　
　
I
　
　
　
I
I
　
I
　
I
I
．
．
I
I
I
I
　
I
　
I
I
　
I
．
1
　
　
　
　
民

567

羽
坂
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
I
　
　
　
I
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
I
　
．
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
1
　
　
　
ー

ヒ
8

1
91

0
　
1

越
　
　
表

越
表
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

111213

長
剛

※第2投票区（寺迫）は参院選と投票所の場所が変更されていますので気をつけてください。
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国
属
健
康
像
険
税
の
し
《
鄙

国
民
健
康
保
険
税
の
し
く
み

　
平
成
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

は
次
の
よ
う
な
し
く
み
で
課
税
さ
れ

ま
す
。保

険
課
税
の
総
額

　
　
一
億
八
千
三
十
二
万
七
千
円

　
こ
れ
は
平
成
元
年
度
の
医
療
費
見

込
額
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
税
と

し
て
被
保
険
者
か
ら
負
担
し
て
い
た

だ
く
税
の
総
額
で
す
。

　
保
険
税
課
税
総
額
は
、
次
の
四
つ

の
区
分
に
ふ
り
分
け
て
課
税
し
ま
す
。

　　　　　1
諱@　分　　割　　合；　税　　　　額

所得割総額135％16，311万4，000円

資産割総額「10％1　1，803万3，000円

均等割総額 40％． @　7，213万1，000円

平等割総額 15％　　　2，704万9，000円

合　　　計 100％ll億8，032万7，000円

　
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
額
は
、
被
保

険
者
の
所
得
や
資
産
、
被
保
険
者
の

数
な
ど
に
次
の
あ
ん
分
率
（
税
率
）

を
か
け
て
算
定
し
ま
す
。

あん分率（税率）

所得割額壕灘聯獅。獄認

資産割額．土地と家屋にかかる固定資産税額の34’16

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

均等割額・被保険者1人当り　　　20，048円

平等割額．1世帯当り　　　　　　20，920円

　
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世

帯
の
保
険
量
が
算
定
さ
れ
ま
す
が
、

最
高
限
度
額
は
四
十
二
万
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
＝
疋
の
水
準
以

下
の
所
得
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
税

を
軽
減
す
る
制
度
も
と
ら
れ
て
い
ま

す
。　

平
成
元
年
度
の
」
世
帯
当
り
平
均

税
額
は
約
十
二
万
三
千
百
円
と
な
り
、

東
臼
杵
郡
内
で
は
八
番
目
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
前
年
度
が
十
一
万
七
千

二
百
六
十
円
で
し
た
か
ら
約
五
パ
ー

セ
ン
ト
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
医
療
費
が
伸
び
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は

　
　
　
有
効
に
運
用

　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す

　
『
東
郷
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は

－
｝
世
帯
当
り
六
万
円
以
上
も
高
く
取

り
過
ぎ
て
い
る
』
と
い
う
宣
伝
が
流

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
予
算

を
編
成
し
た
り
財
政
の
運
用
は
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平
成
元
年

度
ま
で
の
財
政
の
推
移
を
み
る
と
、

繰
り
越
さ
れ
た
決
算
剰
余
金
は
五
千

三
百
二
十
五
万
六
千
円
で
あ
り
、
そ

の
内
の
三
千
八
百
二
十
五
万
六
千
円

を
予
算
に
計
上
し
て
算
定
し
た
昭
和

六
十
三
年
度
の
保
険
税
の
一
世
帯
当

り
平
均
額
は
十
一
万
七
千
二
百
六
十

．
円
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の

時
点
で
は
繰
越
金
と
し
て
千
五
百
万

円
が
残
っ
て
お
り
、
別
に
医
療
費
支

払
い
の
準
備
金
と
し
て
の
積
立
金
が

㍉δ

懇
τ
）

纂！

κ

6
4

，

《
ワ

7

ツ

戸
一

　
　
　
℃

’4

（

三
千
七
百
五
十
万
三
千
円
あ
る
の
で
、

全
体
で
見
る
と
五
千
二
百
五
十
万
三

千
円
の
財
源
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
残
り
の
金
額
を
保
険
税
を
下

げ
る
た
め
に
使
っ
た
と
す
る
と
、
六

十
三
年
度
の
保
険
税
平
均
額
は
七
万

七
千
七
百
九
十
円
と
な
り
約
三
万
九

千
四
百
七
十
円
安
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
年
度
途
中
で
医
療
費
が
高
く

な
る
等
で
財
政
負
担
が
必
要
な
時
に

使
え
る
金
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
運
用
で
保
険
税

を
算
定
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
昭
和

六
十
三
年
度
と
平
成
元
年
度
の
保
険

税
の
比
較
は
、
七
万
七
千
七
百
九
十

一
対
十
二
万
三
千
百
円
で
、
五
十
八

．
三
％
保
険
税
を
引
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
一
年
限
り

で
終
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

一
度
に
税
金
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

少
な
い
財
源
の
有
効
な
活
用
を
図
り

な
が
ら
上
げ
幅
が
小
さ
く
て
済
む
よ

う
に
運
用
し
て
い
る
訳
で
す
。



平成兀年8月号〔41、
つご、

つ
と報町

滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す

盆
前
に
町
税
の
一
斉
徴
収

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
決
算
で
み
る

と
、
町
税
の
滞
納
繰
越
額
は
町
民
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
の
普
通
税
が
八
百

二
卜
三
万
二
千
円
、
保
険
税
が
七
百

六
十
九
万
四
千
円
で
合
わ
せ
て
千
五

百
九
十
二
万
六
干
円
に
な
り
ま
す
。

（
各
区
毎
の
滞
納
額
は
別
表
の
と
お

り
）　

昭
和
六
十
二
年
度
末
の
滞
納
繰
越

額
が
二
千
二
百
三
十
万
円
余
り
で
し

滞
納
額

万円

400万

300万

た
か
ら
徴
収
率
は
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
が
、
東
郷
町
の
よ
う
な
貧
弱
な
財

政
の
中
に
あ
っ
て
は
下
五
百
九
十
二

万
六
干
円
と
い
う
滞
納
は
大
き
な
も

の
で
す
。
税
金
は
今
さ
ら
申
す
ま
で

も
な
く
、
町
の
予
算
の
中
で
は
重
要

な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
税
金
が

完
納
さ
れ
な
い
と
予
算
ど
お
り
の
仕

事
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
．
　
一
方
、

納
税
は
町
民
と
し
て
の
公
平
な
義
務

200万

100万

の
遂
行
で
も
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て

も
「
税
の
確
保
」
に
は
力
を
入
れ
て

お
り
、
昨
年
の
六
月
、
町
税
滞
納
整

理
対
策
本
部
を
設
置
し
て
全
職
員
に

よ
る
一
斉
戸
別
徴
収
を
実
施
し
た
り
、

財
産
等
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
整
理

を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

滞
納
が
一
円
も
な
い
り
っ
ぱ
な
区
が

四
区
も
で
て
く
る
な
ど
町
民
の
納
税

意
識
の
高
ま
り
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
成
績
の
い
い
納
税
組
合
で
は
、
納

税
報
償
金
を
う
ま
く
活
用
し
て
完
納

を
つ
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ

446万

寺
　
迫

り
ま
す
。
本
年
度
も
対
策
本
部
に
よ

る
一
斉
徴
収
を
盆
前
、
年
末
、
三
月

末
、
五
月
末
に
実
施
し
ま
す
が
、
納

税
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
給

料
、
預
金
、
電
話
、
不
動
産
等
の
滞

納
処
分
を
更
に
強
化
し
て
滞
納
の
一

掃
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
納
期
内
完

納
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
滞
納

し
て
い
る
方
は
早
目
に
完
納
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

盆
前
の
一
斉
徴
収
を

　
次
の
と
お
り
実
施

　
八
月
八
日
～
十
二
日

　
役
場
職
員
が
家
庭
を
戸
別
に
訪
問

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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別表

各区ごとの滞納状況（63年度末）

滞鶴鶴、千円灘簾1辮田

　　　一　　　　一　　　　一　　　　幽　　　一　　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　　」　　　　　一

369万

300万

102万

153万

、、。雷当盟

福
瀬

小
野
田

鶴
野
内

羽
　
坂

仲
　
深

坪
谷

越
　
表

町
　
外

O　
　
　
　
　
●
　
●
　
●

一㏄
道
路
は
、
昔
か
・
物
資
の
流
れ
に

9
大
き
な
役
割
を
果
た
す
交
通
の
場
で

一
あ
・
・
同
時
に
、
文
化
や
歴
史
が
行

一
ぎ
・
⊥
冬
つ
コ
・
ユ
ニ
ケ
ー
ン
ヨ
ン
の
場

O
で
も
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
最
近
は
そ
の
ほ

写
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た

O
し
て
い
ま
す
。

㏄
例
え
ば
、
都
市
に
お
け
・
防
災
、

9
消
防
活
動
な
ど
の
た
め
の
公
共
空
間

9
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
電
気
、
電
話
、
ガ

　
　
　
　
ま
た

◎
と
し
て

㎝
ス
、
上
・
下
水
道
な
ど
の
収
宴
ペ

ー
ー
ス
と
し
て
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て

r
・
す
．

一
　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
度
情
報

㎝
化
社
会
で
は
、
道
路
に
光
フ
・
イ
バ

8
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す

ー
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
埋
設
し
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
と
い
う

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
水
や
空

気
と
同
じ
よ
う
に
道
路
の
大
切
さ
を

忘
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
果
た
す
べ

き
役
割
や
使
命
に
は
計
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
8
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」

で
す
。
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道

路
を
子
孫
の
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
道
路
は
常
に
広
く
、
美

し
く
、
安
全
に
利
用
し
て
い
き
た
い

も
の
φ
、
す
。

9
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▼守るぞ〃交通ルール
　7月7日、越表小学校で交通安全教室

が開かれました。

　参加したのは同小学校の児童や越表高

齢者教室の方など約60名で、正しい道路

横断方法などを学びました。

　また、日向署の交通指導員さんの腹話

術による講話も行われ、楽しみながらの

受講となりました。

鍵
叢
、

灘
繋

　　　　　▲移動消防学校

　6月28日、町総合グラウンドで移動消防学校

が行われました．

　当日は、東郷町と南郷村の消防団員約160名が

参加し、ポンプ操法と通常点検について県の消

防学校教官から指導を受けました。

・
ご
≒
・

灘
、篠

、

一一
＼

　　　▲だるま作りに挑戦
　教育委員会の社会教育指導員の岩倉先生と福

瀬の仁田清さん、平野武士さんの3名が、だるま

作りに挑戦しました。

　これは7月下旬から寺迫、福瀬の高齢者教室

でだるま作りを計画しており、それに先だって

の試作でした。

　色を30回も重ね塗りするため、1個作るのに

3日間かかるということでした．

　　　▲鈴峰園を慰問
　　　　　　　　　　～諸塚村文化協会～

　7月4日、諸塚村文化協会から民謡クラブの

会員の皆さん約10名が、慰問のため町立老人ホ

ーム鈴峰園を訪れました。

　当日は、約1時間にわたり歌や踊りを披露し、

お年寄りの方々を楽しませてくれました。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

撫
で
や
れ
ば
喜
こ
ぶ
も
の
を
こ
の
仔

牛
繋
ぐ
を
嫌
い
後
す
ざ
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
．
・
r

散
歩
す
る
道
辺
の
ポ
ピ
ー
咲
き
次
ぎ

て
時
折
々
に
我
を
慰
む

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

渡
り
来
し
僑
の
た
も
と
に
山
は
ぜ
の

水
に
写
る
を
見
た
り
夕
べ
1
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

野
良
着
な
る
昼
の
妻
に
は
見
ら
れ
ざ

る
炬
燵
に
伏
せ
し
頸
に
老
い
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
文
雄

病
め
る
身
を
秘
め
て
教
え
し
歌
の
師

を
気
付
く
こ
と
な
く
そ
の
死
に
会
え

り
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



’F成元年8月号〔ゆ、
つ

こ“
・
つと報町

r……………一

i碁劇
iヲ弘矧
i②1（9のi

　
小
野
さ
ん
は
学
校
教
育
に
関
し
て

も
た
い
へ
ん
熱
意
を
持
っ
て
い
た
、

昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
東
郷
中
学
校

生
徒
会
発
刊
の
学
校
新
聞
「
と
も
だ

ち
」
に
進
ん
で
原
稿
を
送
り
、
生
徒

を
励
ま
し
て
い
た
。

　
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

（昭
a
ニ
レ
四
年
三
月
第
三
回
卒
業
記
念
号
）

　
　
「
凡
想
』

　
人
間
は
皆
幸
福
を
願
っ
て
い
る
．

幸
福
論
に
は
色
々
な
説
が
あ
る
が
…

　
　
（
中
略
）

　
貧
し
く
生
き
る
事
が
必
ず
不
幸
で

あ
り
、
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
必
ず

幸
福
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、

私
は
総
じ
て
そ
の
人
の
心
の
持
ち
方
、

考
え
方
で
幸
、
不
幸
が
決
ま
る
も
の

と
信
じ
て
い
る

　
社
会
は
明
る
い
面
と
暗
い
面
と
が

あ
る
．
．
こ
の
二
つ
の
社
会
は
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
．
．
生
が
あ
れ
ば
死
が

あ
り
、
暗
が
あ
れ
ば
明
が
あ
る
、
そ

れ
が
社
会
の
姿
だ
か
ら
。
大
事
な
こ

と
は
、
こ
の
中
に
私
た
ち
は
自
分
の

幸
福
を
ど
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
か

で
あ
る
、

　
私
は
率
直
に
言
う
、
『
生
ま
れ
た
以

上
は
強
く
生
き
る
事
だ
．
．
貧
し
く
て

も
、
豊
か
で
も
明
る
い
美
し
い
社
会

を
創
造
す
る
為
に
、
学
問
と
芸
術
を

永
久
に
愛
す
る
こ
と
だ
、
真
の
幸
福

へ
の
道
は
苫
難
が
つ
づ
い
て
い
る
』

と
。　

　
『
新
し
い
門
出
に
』

　
絶
望
と
、
言
う
言
葉
が
あ
る
。
生
き

る
道
に
そ
れ
を
感
じ
た
時
は
、
誠
に

み
じ
め
な
姿
で
あ
る
．
．
生
き
る
社
会

に
は
苦
難
の
峠
や
い
や
な
渕
が
あ
っ

て
、
更
に
限
り
な
い
幾
多
の
場
面
が

あ
る
一
．
多
く
の
人
々
が
そ
れ
を
経
験

し
絶
望
の
世
界
を
な
く
す
る
為
に
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
峠
や
渕
を
な
く
す
る

こ
と
は
遂
に
で
き
な
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
ゴ
め
つ

　
し
か
し
、
人
生
は
苦
難
や
倦
厭
の

連
続
で
も
な
く
、
ま
た
歓
喜
や
悦
楽

の
連
続
で
も
な
い
。
交
互
に
織
り
な

さ
れ
て
新
し
い
人
生
が
開
け
る
．

　
苦
し
み
が
長
か
っ
た
り
短
か
っ
た

り
、
楽
し
み
も
ま
た
そ
の
と
お
り
で
、

苦
し
み
の
次
は
必
ず
楽
な
道
に
続
い

て
い
る
．
、
そ
し
て
苦
し
み
の
頂
点
は

僅
か
な
時
間
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に

堪
え
ら
れ
な
い
時
に
絶
望
を
感
ず
る
。

　
社
会
生
活
に
絶
望
と
い
う
こ
と
は

絶
対
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
を

見
れ
ば
限
り
な
く
、
下
を
見
れ
ば
限

り
が
な
い
。

　
絶
望
を
感
じ
た
時
一
歩
退
い
て
、

自
分
の
姿
を
じ
っ
く
り
見
つ
め
て
、

「
な
に
く
そ
」
と
言
う
堅
忍
不
抜
の

闘
魂
で
更
に
捲
土
重
来
す
る
人
間
で

あ
っ
て
貰
い
た
い
．
．

　
昭
和
二
十
六
年
の
よ
き
年
に
新
し

い
門
出
を
さ
れ
る
人
々
に
、
思
っ
て

い
る
こ
と
の
】
端
を
述
べ
て
お
祝
い

の
言
葉
と
し
た
い
，

　
何
事
も
た
う
る
よ
し
と
て
人
の
言

　
う
耐
え
よ
と
誰
が
言
い
初
め
け
む

昭
和
二
十
六
年
三
月
発
刊
東
郷
中
新

聞
「
と
も
だ
ち
」
投
稿
　
小
野
弘

　
　
東
郷
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
都
甲
鶴
男

l
l
l
O
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
●
l
l
l
l
O
l
l
l
l
l
l
．

⑥
牧
水
の
歌

町
内
の

歌
碑
め
ぐ
り

　
く
東
郷
小
学
校
V

教
育
長渡

辺
邦
彦

　
け
ふ
も
ま
た
　
こ
こ
ろ
の
鉦
を
う

ち
鳴
ら
し
　
う
ち
鳴
ら
し
つ
つ

あ
く
が
れ
て
行
く

　
東
郷
小
学
校
の
正
門
に
入
る
と
す

ぐ
右
側
に
こ
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
歌
碑
は
、
昭
和
六
十
一
年
三

月
二
十
五
日
目
同
校
卒
業
式
）
に
除

幕
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
記
念
（
担
任

岸
本
哲
男
教
諭
・
児
童
三
十
九
名
）

に
牧
水
歌
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
達
の

浄
財
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
石
は
諸
塚
村
の
七
ッ
山
の
川
か

ら
運
び
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

建
立
に
あ
た
っ
て
は
保
護
者
の
皆
さ

ん
達
の
機
械
の
持
ち
出
し
や
労
力
奉

仕
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
一

　
書
は
牧
水
に
よ
る
も
の
が
見
当
た

り
ま
せ
ん
の
で
、
旅
人
さ
ん
の
筆
跡

に
よ
る
も
の
で
す
．
一

　
さ
て
、
こ
の
歌
は
明
治
四
十
年
（

二
十
二
歳
・
早
稲
田
大
学
在
学
中
）

の
作
で
す
。
牧
水
は
こ
の
年
の
夏
、

暑
中
休
暇
で
旅
を
し
な
が
ら
帰
省
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
途
中
、
岡
山
県

高
梁
（
た
か
は
し
）
川
上
流
か
ら
広

島
県
に
越
え
る
県
境
の
茶
屋
に
泊
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
親
友
で
詩

人
の
有
本
若
水
あ
て
に
書
い
た
葉
書

に
「
国
境
の
峠
の
茶
屋
に
て
」
と
し

て
『
幾
山
河
こ
え
さ
り
ゆ
か
ば
…
』

の
歌
と
、
こ
の
『
け
ふ
も
ま
た
…
』

の
歌
と
二
首
が
記
し
て
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
は
中
国
路

を
旅
し
な
が
ら
、
『
幾
山
河
』
の
歌
と

あ
い
前
後
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
．

　
ま
た
、
こ
の
高
梁
川
に
沿
っ
た
あ

た
り
の
風
景
は
、
耳
印
や
坪
谷
川
の

漢
谷
に
か
な
り
似
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
お
そ
ら
く
若
い
牧
水
は

故
郷
の
山
川
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

歩
い
た
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
「
ヒ

　
ま
た
、
『
こ
こ
ろ
の
鉦
（
か
ね
）
を

う
ち
鳴
ら
し
　
う
ち
鳴
ら
し
つ
つ
…
』

と
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
牧
水
は
幼
少

の
時
か
ら
見
な
れ
て
い
た
巡
礼
や
遍

路
さ
ん
の
よ
う
な
旅
に
も
あ
こ
が
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
歌
は

『
幾
山
河
』
の
歌
と
と
も
に
、
そ
う

い
っ
た
あ
こ
が
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
．
、

　
町
内
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
る
「
牧
水
か
る
た
」

の
百
首
の
中
に
も
こ
の
歌
は
あ
り
ま

す
が
、
東
郷
小
学
校
の
先
生
は
、
　
「

歌
碑
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
子
供
達

の
心
の
中
に
こ
の
歌
が
身
近
か
に
感

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
．
ゴ
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
．
、

レ
東
郷
小
学
校
の
歌
碑

燃斡
τ等

・
つご、

つ
と報町成元年8月号の
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⑪
一
般
的
ち
勢
傷

　
　
処
置
に
つ
い
て

東
郷
病
院

　
　
　
　
　
　
　
み
ロ
ヒ
え
　
　
お

　
外
科
中
間
季
雄

　
今
回
は
外
傷
処
置
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
野
山
で
の
作

業
が
増
え
て
き
ま
す
と
、
鎌
や
下
刈

り
機
で
手
足
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
さ
な
け
が
は
そ
れ
ほ
ど
心
配
い

り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
け
が
の
場
合
、

止
血
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
手
足
の

付
け
根
を
縛
っ
て
こ
ら
れ
る
患
者
さ

ん
を
よ
く
見
か
け
ま
す
、
．
し
か
し
、

素
人
の
方
が
縛
る
と
、
止
血
に
な
ら

ず
に
逆
に
う
っ
血
（
血
が
貯
っ
て
戻

ら
な
く
な
っ
た
状
態
）
を
来
し
、
か
え

っ
て
出
血
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

創
部
（
け
が
し
た
所
）
に
タ
オ
ル
な

ど
を
当
て
て
局
所
を
充
分
圧
迫
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
ほ
と
ん
ど
の
出

血
は
止
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
か
ら

あ
わ
て
ず
に
病
院
に
来
て
く
だ
さ
い
。

外
傷
と
い
う
の
は
六
時
間
以
内
に
処

置
（
洗
浄
や
消
毒
）
を
行
え
ば
、
ほ

と
ん
ど
感
染
（
ば
い
菌
が
入
る
）
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
手
足

の
ど
ん
な
小
さ
な
傷
で
も
、
手
指
や

足
趾
が
動
く
か
ど
う
か
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
動
か
な
か
っ

た
場
合
は
、
腱
（
い
わ
ゆ
る
す
じ
）

や
筋
肉
を
切
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
．
、
特
に
腱
を
切
っ
た
場
合
は

す
ぐ
に
縫
合
し
な
い
と
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
腱
が
引
っ
込
ん
で
し
ま
い
、

あ
と
の
処
置
が
困
難
に
な
り
ま
す
の

で
す
ぐ
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
骨
折
に
つ
い
て
簡
単
に
お

話
し
ま
す
。
骨
折
と
い
う
の
は
骨
の

連
続
性
が
絶
た
れ
た
状
態
の
こ
と
で
、

よ
く
単
純
骨
折
、
複
雑
骨
折
と
い
う

表
現
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
必
ず
し

も
適
当
な
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
開
放
骨
折
か

閉
鎖
骨
折
か
と
い
う
こ
と
で
す
．
．
開

放
骨
折
と
い
う
の
は
、
骨
折
部
が
皮

膚
を
破
り
骨
が
外
に
露
出
し
た
状
態

の
こ
と
で
、
閉
鎖
骨
折
と
い
う
の
は

嬬

7r6
♂の・91

ゆノノ

q
．

露
出
し
て
い
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
が
大
切
か
と
い
う
と
、
初

期
の
治
療
法
が
全
く
異
な
る
か
ら
で

す
．
、
開
放
骨
折
と
い
う
の
は
す
ぐ
に

手
術
を
し
な
い
と
感
染
（
骨
髄
炎
を

お
こ
し
や
す
い
）
の
危
険
が
あ
り
、

で
き
れ
ば
六
時
間
以
内
に
手
術
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
手
指
や
足
趾
を
切
断
し

た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
最
近

は
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
顕
微

鏡
を
用
い
た
再
接
着
術
が
可
能
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
宮
崎
県
内
で
は
こ

の
手
術
が
可
能
な
病
院
は
限
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
一
応
ど
ん
な
場
合
で

も
切
断
し
た
指
趾
は
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
十
二
時
間
以
内
な
ら
な
ん

と
か
再
接
着
が
可
能
で
す
が
、
で
き

れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
氷
を
い
れ
て
冷

や
し
な
が
ら
持
っ
て
き
て
も
ら
え
ば

効
果
的
で
す
。

　
以
上
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
、
専

門
的
な
治
療
の
必
要
が
あ
る
患
者
さ

ん
は
す
ぐ
に
他
の
病
院
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
有
効
に
町
立
病
院
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

濃
幽
漸
だ
よ
リ

』．
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目
O

　
　
自

「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
の
開
設

　
警
察
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
月
間
」
を

今
年
も
八
月
に
実
施
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

　
こ
の
月
間
は
、
事
情
が
あ
っ
て
家

出
し
、
長
期
間
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
人
達
の
所
在
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
不
幸
に
し
て
身
元
不
明
の
ま

ま
亡
く
な
ら
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で

無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
を

ひ
と
り
で
も
多
く
捜
し
出
し
て
、
御

遺
族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
月
間
中
相
談
に
来
ら
れ
た

方
は
、
二
百
五
十
七
名
（
百
七
十
四

件
）
で
、
一
名
の
身
元
不
明
死
体
の

身
元
確
認
と
二
十
三
名
の
行
方
不
明

者
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
本
年
も
次
の
と
お
り
「
行
方
不
明

者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て
、

相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
行
方
不
明
者
の
御
家
族
そ
の

他
関
係
者
が
相
談
所
を
十
分
に
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

日
時

場
所

8
月
1
日
～
3
1
B

8
時
3
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
の
午
後
・
日
曜
を
除
く
）

県
警
察
本
部
鑑
識
課

日
時
　
8
月
1
6
・
1
7
・
1
8
日

｝
，
蚤
じ
｝
O
｝
じ
叢
邑
章
，
｝
し
｝
レ
5
「
ひ
｝
レ
‘
彦
肇
レ
一
｝
，

　
　
　
0
寺
～
6
寺

　
　
　
－
　
日
　
　
　
　
－
　
日

場
所
　
延
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
相
談
は
無
料
で
す
。

O
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま

　
す
。

O
相
談
に
来
ら
れ
る
時
は
、
行
方
不

　
明
者
の
顔
写
真
や
身
体
特
徴
（
例

　
え
ば
手
術
の
あ
と
、
ほ
く
ろ
や
あ

　
ざ
）
、
歯
の
治
療
は
な
か
っ
た
か
な

　
ど
、
身
元
を
確
認
す
る
た
め
に
手

　
掛
か
り
と
な
る
資
料
を
持
っ
て
き

　
て
い
た
だ
く
と
参
考
に
な
り
ま
す
。

一
ST二4↑80～

ク

、
し
．
い
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宮
崎
県
勤
労
者

　
　
持
家
住
宅
建
設
資
金

　
　
　
の
活
用
を

　
中
占
・
増
改
築
に
も
利
用
で
き
ま

す　
．
唱
成
元
年
度
の
融
資
条
件
等
は
次

の
と
お
り
で
す

融
資
条
件

　
山
融
資
限
度
額
　
三
百
万
円

　
㎝
融
資
期
間
　
　
二
十
年
以
内

　
晒
融
資
利
率
　
　
年
五
・
C
％

融
資
対
象
者

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
・
年
金
福
祉

事
業
団
融
資
・
公
務
員
等
共
済
組
合

融
資
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
融
資
を

受
け
る
方
で
、
次
の
各
号
の
全
て
に

該
当
す
る
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま

す
．
．　

ゆ
県
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
あ

　
　
っ
て
同
居
予
定
の
家
族
を
有
す

　
　
る
者
．
．

　
の
世
帯
年
収
が
概
ね
八
百
万
円
以

　
　
下
で
、
申
込
者
の
年
収
が
原
則

　
　
と
し
て
世
帯
年
収
の
二
分
の
一

　
　
以
ト
の
者
、

　
曲
最
終
償
還
時
の
年
齢
が
七
卜
歳

　
　
未
満
の
者
．
．
た
だ
し
、
承
継
償

　
　
還
が
で
き
る
場
合
は
こ
の
限
り

　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

取
扱
金
融
機
関

　
　
宮
崎
県
労
働
金
庫
・
宮
崎
銀
行
・

　
　
宮
崎
太
陽
銀
行
・
西
日
本
銀
行

融
資
申
込
み
の
受
付
期
間

　
平
成
元
年
五
月
八
日
か
ら
平
成
二

年
三
月
三
十
日
ま
で
に
な
っ
て
お
り

ま
す
．
、
た
だ
し
、
融
資
予
定
額
に
達

し
た
時
は
平
成
二
年
三
月
三
f
日
前

で
あ
っ
て
も
締
め
切
り
ま
す
．
．

※
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
o
県
労
政
課

　
　
吾
0
9
8
5
2
6
7
1
0
5
）

　
o
商
工
労
政
事
務
所
（
日
南
・
都

　
　
城
・
延
岡
）

　
0
取
扱
金
融
機
関
　
本
店
・
支
店

緑
の
オ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
募
集

　
日
向
営
林
署
で
は
、
「
国
有
林
の
分

収
育
林
」
契
約
者
を
募
集
し
て
い
ま

す　
こ
の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
国
有
林

内
に
お
け
る
育
林
途
上
の
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
に
つ
い
て
一
口
五
十

万
円
負
担
し
、
木
が
成
長
し
た
十
六

年
後
の
段
階
で
伐
採
販
売
し
て
そ
の

収
益
金
を
分
配
す
る
も
の
で
す
．
．

▽
公
募
箇
所

　
都
農
町
川
北
尾
鈴
国
有
林

　
　
面
積
　
7
・
7
6
㎞

　
　
樹
種
　
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

　
　
林
令
　
3
1
年
生

▽
契
約
期
間
　
1
6
年
間

▽
募
集
口
数
　
2
1
口

▽
募
集
期
間
　
6
月
8
日
～
8
月
3
1
日

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
日
向
営
林
署

　
　
　
　
　
唇
5
2
1
2
1
9
1
）

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
．
．

▽
日
時
　
8
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．
．

　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
】

　
人
権
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
副
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
越
表
　
海
野
俊
男

心
配
ご
と
相
談

　
、
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．
、

▽
日
時
　
8
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
　
妊
婦
相
談

▽
期
日
　
8
月
2
3
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

書
健
康
相
談

▽
期
日
　
8
月
1
9
日

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
三
期

町
県
民
税
　
　
二
期

水
稲
共
済
掛
金
　
　
全
期

善
葱

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
瀬
の
中
村
輝
行
さ
ん
か
ら

　
（
信
一
さ
ん
・
β
歳
ご
死
去
）

嘩
砂
噂
軸
Φ
磯
爵
砂
脅
導
喜
砂
蜘
傘

鶯
籍
楚
．
講
襲

串
傘
砂
専
命
φ
軸
争
離
脅
砂
噂
診
砂

　
　
（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

」谷1菊

三 鶴 渕 本 ，吉 福 赤

口 池 浦 田 上 多 田 良
ち
や

建 光 真 有 智 崇 ん

司
1人 顛 理 隼 紗 仁 迫

の
名

輔 元 千 講 敬 公 父
博 修 の

弘 生 年 始 二 一
名

田 鶴 仲 迫 羽 小 田 小 住
野 野 1野 野

野 内． 深、 内 坂；田 野 田・ 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ 一沖宮 山平 富佐 氏

田本 本塚 山藤

陽健 栄雄 和二
喜 三 名

子二 代二 代男

羽福 羽羽 日迫 住
岡［ 向野

坂県．坂坂！ 市内 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

直
野
　
　
勝

中
村
信
　
一

氏
名

6
　
歳

年
齢

福
瀬
、

福
　
瀬

住
所
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